
１ 概 況 
 

平成１９年６月１日現在の福井県における事業所数は１２，０２１事業所で、平成１６年調査（以下

「前回」という。）と比べて１，２７４事業所（前回比９．６％減）減少しています。従業者数は７３，７５１

人で前回と比べて３，１８９人（同４．１％減）減少し、年間商品販売額は２兆２，３０３億円で前回と

比べて６５８億円（同２．９％減）減少しています。 

 
 

表１　主要指標 

実数 構成比（％） 実数 構成比（％） 増減 前回比（％）
事業所数 13,295 100.0 12,021 100.0 ▲ 1,274 ▲ 9.6

卸売業 2,940 22.1 2,641 22.0 ▲ 299 ▲ 10.2
小売業 10,355 77.9 9,380 78.0 ▲ 975 ▲ 9.4

76,940 100.0 73,751 100.0 ▲ 3,189 ▲ 4.1
卸売業 23,126 30.1 21,814 29.6 ▲ 1,312 ▲ 5.7
小売業 53,814 69.9 51,937 70.4 ▲ 1,877 ▲ 3.5

229,606,875 100.0 223,029,839 100.0 ▲ 6,577,036 ▲ 2.9
卸売業 140,039,874 61.0 132,560,489 59.4 ▲ 7,479,385 ▲ 5.3
小売業 89,567,001 39.0 90,469,350 40.6 902,349 1.0

1,187,475 － 1,215,677 － 28,202 2.4

平成１６年 平成１９年

従業者数（人）

年間商品販売額（万円）

売場面積（㎡）

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



２ 事業所数 

卸売業および小売業の事業所総数は１２，０２１事業所で、前回と比べて１，２７４事業所（前回

比９．６％減）減少しています。 

平成３年以降の事業所数の推移をみると、平成３年以降連続して減少しています。 
事業所数を卸売業・小売業別にみると、卸売業は２，６４１事業所で前回と比べて２９９事業所

（同１０．２％減）減少し、小売業は９，３８０事業所で前回と比べて９７５事業所（同９．４％減）減少

しています。〈表２、図１〉 
 

表２　卸売業・小売業の事業所数の推移

事業所数 前回比(％) 事業所数 前回比(％) 事業所数 前回比(％)

 平成３年 16,610 ▲ 0.5 3,327 1.1 13,283 ▲ 0.9

 ６ 年 15,437 ▲ 7.1 3,163 ▲ 4.9 12,274 ▲ 7.6

 ９ 年 14,504 ▲ 6.0 2,824 ▲ 10.7 11,680 ▲ 4.8

１１年※ 14,858 ▲ 7.2 3,212 ▲ 0.4 11,646 ▲ 8.8

１４年 13,731 ▲ 7.6 2,911 ▲ 9.4 10,820 ▲ 7.1

１６年 13,295 ▲ 3.2 2,940 1.0 10,355 ▲ 4.3

１９年 12,021 ▲ 9.6 2,641 ▲ 10.2 9,380 ▲ 9.4

調査年
合　　計 卸売業 小売業

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１　事業所数の推移
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(※) 前回比について、平成１１年調査においては、調査対象事業所が精査された結果、平成１１年の数値と平成９年以前の数値が単純

に比較できなくなりました。そのため、平成９年以前の数値との対比ができるように、平成１１年の数値について、実際の数値とは別に、

平成９年時の調査対象に合わせた参考値を便宜的に集計し、これにより前回比を算出しています。 
 

（１） 業種別 

① 卸売業 

卸売業の事業所数は２，６４１事業所で、前回と比べて２９９事業所（前回比１０．２％減）減少

しています。 
これを小分類別に構成比をみると、食料・飲料卸売業が１１．５％と最も高く、次いで建築材

料卸売業（１０．８％）、農畜産物・水産物卸売業（１０．４％）の順となっています。〈表３、図４〉 

また、前回と比べると、医薬品・化粧品等卸売業が１４事業所（前回比１１．２％増）増、農畜



産物・水産物卸売業が６事業所(同２．２％増)増など、１６業種のうち３業種で増加していますが、

衣服・身の回り品卸売業が５０事業所（同２８．１％減）減、建築材料卸売業が３１事業所（同 

９．８％減）減など、１３業種で減少しています。〈表３、図２〉 

 
図２　[卸売業]産業分類小分類別の事業所数の構成比
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表３　卸売業の産業分類小分類別事業所数

事業所数 事業所数 構成比(％) 前回比(％)

2,940 2,641 100.0 ▲ 10.2

商品卸売業 8 7 0.3 ▲ 12.5

50　繊維・衣服等卸売業 387 319 12.1 ▲ 17.6

維品（衣服・身の回りを除く）卸売業 209 191 7.2 ▲ 8.6

服・身の回り品卸売業 178 128 4.8 ▲ 28.1

料品卸売業 640 579 21.9 ▲ 9.5

畜産物・水産物卸売業 268 274 10.4 2.2

料・飲料卸売業 372 305 11.5 ▲ 18.0

材料､鉱物･金属材料等卸売業 579 539 20.4 ▲ 6.9

築材料卸売業 316 285 10.8 ▲ 9.8

学製品卸売業 111 105 4.0 ▲ 5.4

物・金属材料卸売業 84 83 3.1 ▲ 1.2

生資源卸売業 68 66 2.5 ▲ 2.9

器具卸売業 711 575 21.8 ▲ 19.1

般機械器具卸売業 242 202 7.6 ▲ 16.5

動車卸売業 141 136 5.1 ▲ 3.5

気機械器具卸売業 124 84 3.2 ▲ 32.3

の他の機械器具卸売業 204 153 5.8 ▲ 25.0

他の卸売業 615 622 23.6 1.1

　541　家具・建具・じゅう器等卸売業 173 153 5.8 ▲ 11.6

薬品・化粧品等卸売業 125 139 5.3 11.2

に分類されない卸売業 317 330 12.5 4.1

産　　 　業　　 　分　 　　類
平成１９年

卸　　　売　　　業　　　計
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② 小売業 

小売業の事業所数は９，３８０事業所で、前回と比べて９７５事業所(前回比９．４％減)減少し

ています。 
小分類別の構成比をみると、その他の飲食料品小売業が１３．９％と最も高く、次いで自動車



小売業（７．１％）、婦人・子供服小売業（６．５％）の順となっています。〈表４、図３〉 

また、前回と比べると、鮮魚小売業が３３事業所（前回比１１．８％増）増、農耕用品小売業が

６事業所（同５．７％増）増など、２８業種のうち３業種で増加していますが、その他の飲食料品

小売業が１１８事業所（同８．３％減）減、酒小売業が１１７事業所（同２１．８％減)減など２５業種

で減少しています。〈表４〉 

表４　小売業の産業分類小分類別事業所数

事業所数 事業所数 構成比(％) 前回比(％)

10,355 9,380 100.0 ▲ 9.4

59 41 0.4 ▲ 30.5

1　百貨店、総合スーパー 12 10 0.1 ▲ 16.7

9　その他の各種商品小売業

　　（従業者が常時５０人未満のもの）

1,624 1,459 15.6 ▲ 10.2

1　呉服・服地・寝具小売業 404 365 3.9 ▲ 9.7

2　男子服小売業 186 158 1.7 ▲ 15.1

3　婦人・子供服小売業 682 613 6.5 ▲ 10.1

4　靴・履物小売業 121 105 1.1 ▲ 13.2

9　その他の織物・衣服・身の回り品小売業 231 218 2.3 ▲ 5.6

3,533 3,142 33.5 ▲ 11.1

1　各種食料品小売業 350 294 3.1 ▲ 16.0

2　酒小売業 537 420 4.5 ▲ 21.8

3　食肉小売業 62 59 0.6 ▲ 4.8

4　鮮魚小売業 280 313 3.3 11.8

5　野菜・果実小売業 143 116 1.2 ▲ 18.9

6　菓子・パン小売業 612 538 5.7 ▲ 12.1

7　米穀類小売業 131 102 1.1 ▲ 22.1

9　その他の飲食料品小売業 1,418 1,300 13.9 ▲ 8.3

売業 871 779 8.3 ▲ 10.6

1　自動車小売業 725 666 7.1 ▲ 8.1

2　自転車小売業 146 113 1.2 ▲ 22.6

用機械器具小売業 1,113 908 9.7 ▲ 18.4

1　家具・建具・畳小売業 435 330 3.5 ▲ 24.1

2　機械器具小売業 463 410 4.4 ▲ 11.4

9　その他のじゅう器小売業 215 168 1.8 ▲ 21.9

の小売業 3,155 3,051 32.5 ▲ 3.3

1　医薬品・化粧品小売業 594 547 5.8 ▲ 7.9

2　農耕用品小売業 105 111 1.2 5.7

3　燃料小売業 619 586 6.2 ▲ 5.3

4　書籍・文房具小売業 415 365 3.9 ▲ 12.0

5　ｽﾎﾟｰﾂ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 230 211 2.2 ▲ 8.3

6　写真機・写真材料小売業 42 35 0.4 ▲ 16.7

7　時計・眼鏡・光学機械小売業 170 162 1.7 ▲ 4.7

　609　他に分類されない小売業 980 1,034 11.0 5.5

小　　　売　　　業　　　計

平成１９年

31 0.3 ▲ 34.0

平成１６年

47

 産　　 　業　  　分　 　　類
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 図３　[小売業]産業分類小分類別の事業所数の構成比
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（２） 従業者規模別 
   事業所数を従業者規模別に前回と比較すると、５０～９９人規模で１４事業所（前回比 

１５．４％増）増、２０～２９人規模で１３事業所（同４．６％増）増となる一方、１～２人規模で７１１

事業所（同１２．１％減）減、３～４人規模で３６５事業所（同１１．３％減）減となるなど、従業者規

模が小さい区分で減少が大きい傾向がみられます。 

   卸売業・小売業別にみると、卸売業は１００人以上規模で４事業所（同８０．０％増）増加する

など２つの区分で増加していますが、５～９人規模で１２９事業所（同１６．１％減）減となるなど、

６つの区分で減少しています。小売業は２０～２９人規模で２４事業所（同１３．９％増）増など 

３つの区分で増加していますが、１～２人の規模で６４５事業所（同１２．６％減）減など５つの区

分で減少しています。〈表５〉 

 
 表５　従業者規模別事業所数

平成１６年
事業所数 事業所数 構成比(％) 前回比(％)

合　計 13,295 12,021 100.0 ▲ 9.6
1～2人 5,894 5,183 43.1 ▲ 12.1
3～4人 3,220 2,855 23.8 ▲ 11.3
5～9人 2,375 2,212 18.4 ▲ 6.9

10～19人 1,170 1,139 9.5 ▲ 2.6
20～29人 285 298 2.5 4.6
30～49人 234 195 1.6 ▲ 16.7
50～99人 91 105 0.9 15.4
100人以上 26 34 0.3 30.8

合　計 2,940 2,641 100.0 ▲ 10.2
1～2人 786 720 27.3 ▲ 8.4
3～4人 721 644 24.4 ▲ 10.7
5～9人 799 670 25.4 ▲ 16.1

10～19人 397 387 14.7 ▲ 2.5
20～29人 112 101 3.8 ▲ 9.8
30～49人 80 69 2.6 ▲ 13.8
50～99人 40 41 1.6 2.5
100人以上 5 9 0.3 80.0

合　計 10,355 9,380 100.0 ▲ 9.4
1～2人 5,108 4,463 47.6 ▲ 12.6
3～4人 2,499 2,211 23.6 ▲ 11.5
5～9人 1,596 1,542 16.4 ▲ 3.4

10～19人 773 752 8.0 ▲ 2.7
20～29人 173 197 2.1 13.9
30～49人 154 126 1.3 ▲ 18.2
50～99人 51 64 0.7 25.5
100人以上 21 25 0.3 19.0

小 売 業

従業者規模
平成１９年

合　計

卸 売 業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３） 経営組織別 
   事業所数を経営組織別にみると、個人事業所が６，１６１事業所、法人事業所が５，８６０事業

所となっており、前回と比べて個人事業所が１，２９５事業所（前回比１７．４％減）減、法人事業

所が４１５事業所（同６．６％減）となっています。 

   卸売業・小売業別にみると、卸売業では個人事業所が６６事業所（同９．１％減）、法人事業

所が２３３事業所（同１０．５％減）減少しています。小売業では、個人事業所が８４１事業所（同 

１３．３％減）、法人事業所が１３４事業所（同３．３％減）減少しています。〈表６〉 

   また、個人事業所と法人事業所の構成比をみると、個人事業所が５１．３％、法人事業所が 

４８．７％となっており、法人事業所の割合が年々増加しています。〈図４〉 

 
 

表６　経営組織（個人・法人）別事業所数

平成１６年
事業所数 事業所数 構成比(％) 前回比(％)

計 13,295 12,021 100.0 ▲ 9.6
個　人 7,456 6,161 51.3 ▲ 17.4
法　人 6,275 5,860 48.7 ▲ 6.6

計 2,940 2,641 100.0 ▲ 10.2
個　人 727 661 25.0 ▲ 9.1
法　人 2,213 1,980 75.0 ▲ 10.5

計 10,355 9,380 100.0 ▲ 9.4
個　人 6,341 5,500 58.6 ▲ 13.3
法　人 4,014 3,880 41.4 ▲ 3.3

合　計

卸 売 業

小 売 業

平成１９年
個人・法人別

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４　経営組織別の事業所数の構成比の推移
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３ 従業者数 
卸売業および小売業の従業者数は７３，７５１人で、前回と比べて３，１８９人（前回比４．１％減）

減少しています。 

平成３年以降の従業者数の推移をみると、平成３年に増加したものの、平成６年以降連続して

減少しています。 

卸売業・小売業別にみると、卸売業は２１，８１４人で前回と比べて１，３１２人（同５．７％減）減少

し、小売業は５１，９３７人で前回と比べて１，８７７人（同３．５％減）減少しました。卸売業は平成６

年以降連続して減少しています。 

〈表７、図５〉 

 表７　卸売業・小売業の従業者数の推移

従業者数(人) 前回比(％) 従業者数(人) 前回比(％) 従業者数(人) 前回比(％)

 平成３年 79,888 2.8 28,327 4.4 51,561 2.0

 ６ 年 79,295 ▲ 0.7 27,359 ▲ 3.4 51,936 0.7

 ９ 年 75,746 ▲ 4.5 25,301 ▲ 7.5 50,445 ▲ 2.9

１１年※ 82,204 ▲ 0.3 26,663 ▲ 6.3 55,541 2.7

１４年 80,517 ▲ 2.1 24,182 ▲ 9.3 56,335 1.4

１６年 76,940 ▲ 4.4 23,126 ▲ 4.4 53,814 ▲ 4.5

１９年 73,751 ▲ 4.1 21,814 ▲ 5.7 51,937 ▲ 3.5

調査年
合　　計 卸売業 小売業 

 
 
 
 
 
 
 
 

図５　従業者数の推移
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(※) 前回比について、平成１１年調査においては、調査対象事業所が精査された結果、平成１１年の数値と平成９年以前の数値が単純

に比較できなくなりました。そのため、平成９年以前の数値との対比ができるように、平成１１年の数値について、実際の数値とは別に、

平成９年時の調査対象に合わせた参考値を便宜的に集計し、これにより前回比を算出しています。 
 
（１） 業種別 

① 卸売業 
卸売業の従業者数は２１，８１４人で、前回と比べて１，３１２人（前回比５．７％減）減少してい

ます。 
小分類別の構成比をみると、農畜産物・水産物卸売業が１３．０％と最も高く、次いで食料・

飲料卸売業（１２．１％）、建築材料卸売業（９．７％）の順となっています。〈表８、図６〉 



また、前回と比べると、鉱物・金属材料卸売業が３８８人（前回比４２．４％増）増、化学製品卸

売業が１２２人（同１４．７％増）増となるなど、１６業種のうち５業種で増加していますが、その他

の機械器具卸売業が３２７人（同１７．５％減）減、一般機械器具卸売業が２６０人（同１４．４％

減）減となるなど、１１業種で減少しています。〈表８〉 
 図６　[卸売業]産業分類小分類別の従業者数の構成比

 

表８　卸売業の産業分類小分類別従業者数

従業者数(人) 従業者数(人) 構成比(％) 前回比(％)

23,126 21,814 100.0 ▲ 5.7

49　各種商品卸売業 100 55 0.3 ▲ 45.0

50　繊維・衣服等卸売業 2,223 1,941 8.9 ▲ 12.7

　501　繊維品（衣服・身の回りを除く）卸売業 1,187 1,122 5.1 ▲ 5.5

　502　衣服・身の回り品卸売業 1,036 819 3.8 ▲ 20.9

51　飲食料品卸売業 5,828 5,459 25.0 ▲ 6.3

　511　農畜産物・水産物卸売業 2,760 2,827 13.0 2.4

　512　食料・飲料卸売業 3,068 2,632 12.1 ▲ 14.2

52　建築材料､鉱物･金属材料等卸売業 4,544 4,695 21.5 3.3

　521　建築材料卸売業 2,460 2,119 9.7 ▲ 13.9

　522　化学製品卸売業 831 953 4.4 14.7

　523　鉱物・金属材料卸売業 915 1,303 6.0 42.4

　524　再生資源卸売業 338 320 1.5 ▲ 5.3

53　機械器具卸売業 6,197 5,317 24.4 ▲ 14.2

　531　一般機械器具卸売業 1,803 1,543 7.1 ▲ 14.4

　532　自動車卸売業 1,313 1,244 5.7 ▲ 5.3

　533　電気機械器具卸売業 1,213 989 4.5 ▲ 18.5

　539　その他の機械器具卸売業 1,868 1,541 7.1 ▲ 17.5

54　その他の卸売業 4,234 4,347 19.9 2.7

　541　家具・建具・じゅう器等卸売業 1,095 930 4.3 ▲ 15.1

　542　医薬品・化粧品等卸売業 1,088 1,140 5.2 4.8

　549　他に分類されない卸売業 2,051 2,277 10.4 11.0
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② 小売業 

小売業の従業者数は５１，９３７人で、前回と比べて１，８７７人（前回比３．５％減）減少してい

ます。 
小分類別の構成比をみると、その他の飲食料品小売業が１７．６％と最も高く、次いで各種食



料品小売業（１１．５％）、自動車小売業（９．４％）の順となっています。〈表９、図７〉 
また、前回と比べると、その他の飲食料品小売業が５４４人（前回比６．３％増）増、各種食料

品小売業が４８４人（同８．８％増）増となるなど、２８業種のうち６業種で増加していますが、自

動車小売業が５７２人（同１０．５％減）減、酒小売業が３１４人（同２２．０％減）減となるなど、２２

業種で減少しています。〈表９〉 

表９　小売業の産業分類小分類別従業者数

従業者数(人) 従業者数(人) 構成比(％) 前回比(％)
53,814 51,937 100.0 ▲ 3.5

5　 各種商品小売業 2,693 2,420 4.7 ▲ 10.1
貨店、総合スーパー 2,346 2,088 4.0 ▲ 11.0

347 332 0.6 ▲ 4.3

6　 織物・衣服・身の回り品小売業 4,987 4,724 9.1 ▲ 5.3
服・服地・寝具小売業 1,202 1,094 2.1 ▲ 9.0
子服小売業 591 530 1.0 ▲ 10.3
人・子供服小売業 2,161 2,119 4.1 ▲ 1.9
・履物小売業 304 292 0.6 ▲ 3.9

の織物・衣服・身の回り品小売業 729 689 1.3 ▲ 5.5
7　 飲食料品小売業 20,245 20,544 39.6 1.5

種食料品小売業 5,503 5,987 11.5 8.8
小売業 1,426 1,112 2.1 ▲ 22.0
肉小売業 368 284 0.5 ▲ 22.8
魚小売業 943 998 1.9 5.8
菜・果実小売業 405 348 0.7 ▲ 14.1
子・パン小売業 2,674 2,468 4.8 ▲ 7.7
穀類小売業 331 208 0.4 ▲ 37.2

の飲食料品小売業 8,595 9,139 17.6 6.3
8　 自動車・自転車小売業 5,693 5,078 9.8 ▲ 10.8

動車小売業 5,467 4,895 9.4 ▲ 10.5
転車小売業 226 183 0.4 ▲ 19.0

9　 家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業 4,130 3,290 6.3 ▲ 20.3
具・建具・畳小売業 1,270 977 1.9 ▲ 23.1
械器具小売業 2,050 1,800 3.5 ▲ 12.2

のじゅう器小売業 810 513 1.0 ▲ 36.7
0　 その他の小売業 16,066 15,881 30.6 ▲ 1.2

薬品・化粧品小売業 2,224 2,275 4.4 2.3
耕用品小売業 499 564 1.1 13.0
料小売業 3,304 3,065 5.9 ▲ 7.2
籍・文房具小売業 4,905 4,264 8.2 ▲ 13.1

ﾎﾟｰﾂ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 1,108 1,099 2.1 ▲ 0.8
真機・写真材料小売業 182 150 0.3 ▲ 17.6
計・眼鏡・光学機械小売業 490 481 0.9 ▲ 1.8

　609　他に分類されない小売業 3,354 3,983 7.7 18.8

　　小　　売　　業　　計

の各種商品小売業
       　 (従業者が常時５０人未満のもの)

　　産　　業　　分　　類
平成１９年平成１６年

5
　551　百

5
　561　呉
　562　男
　563　婦
　564　靴
　569　その他
5
　571　各
　572　酒
　573　食
　574　鮮
　575　野
　576　菓
　577　米
　579　その他
5
　581　自
　582　自
5
　591　家
　592　機
　599　その他
6
　601　医
　602　農
　603　燃
　604　書
　605　ｽ
　606　写
　607　時

　559　その他
 

 図７　[小売業]産業分類小分類別の従業者数の構成比
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４ 年間商品販売額 
卸売業および小売業の年間商品販売額（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）は 

２兆２，３０３億円で、前回と比べて６５８億円（前回比２．９％減）減少しています。 

平成３年以降の推移をみると、平成６年以降連続して減少しています。 

卸売業・小売業別にみると、卸売業は１兆３，２５６億円で、平成６年以降連続して減少しており、

小売業は９，０４７億円で、平成９年以来の増加となっています。〈表１０、図８〉 

 
表１０　卸売業・小売業の年間商品販売額の推移

年間商品販
売額(億円)

前回比(％)
年間商品販
売額(億円)

前回比(％)
年間商品販
売額(億円)

前回比(％)

 平成３年 30,471 19.1 20,920 18.7 9,551 20.1
 ６ 年 30,331 ▲ 0.5 20,334 ▲ 2.8 9,997 4.7
 ９ 年 30,045 ▲ 0.9 19,810 ▲ 2.6 10,236 2.4

１１年※ 27,799 ▲ 14.6 17,990 ▲ 17.2 9,810 ▲ 9.6
１４年 23,157 ▲ 16.7 14,105 ▲ 21.6 9,052 ▲ 7.7
１６年 22,961 ▲ 0.8 14,004 ▲ 0.7 8,957 ▲ 1.1
１９年 22,303 ▲ 2.9 13,256 ▲ 5.3 9,047 1.0

調査年
合　　計 卸売業 小売業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８　年間商品販売額の推移
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 (※) 前回比について、平成１１年調査においては、調査対象事業所が精査された結果、平成１１年の数値と平成９年以前の数値が単純に

比較できなくなりました。そのため、平成９年以前の数値との対比ができるように、平成１１年の数値について、実際の数値とは別に、平成９

年時の調査対象に合わせた参考値を便宜的に集計し、これにより前回比を算出しています。 

 
（１） 業種別 

① 卸売業 

   卸売業の年間商品販売額は１兆３，２５６億円で、前回と比べて７４８億円（前回比５．３％減）

減少しています。 
小分類別に構成比をみると、農畜産物・水産物卸売業が１４．９％と最も高く、次いで鉱物・金

属材料卸売業（１０．５％）、建築材料卸売業（１０．１％）の順となっています。〈表１１、図９〉 
また、前回と比べると、鉱物・金属材料卸売業が７６７億円（前回比１２２．２％増）増、化学製



品卸売業が９４億円（同１０．４％増）増など、１６業種のうち６業種で増加していますが、農畜産

物・水産物卸売業が７４６億円（同２７．４％減）減、食料・飲料卸売業が２８０億円（同１７．９％

減）減など、１０業種で減少しています。〈表１１〉 

図９　[卸売業]産業分類小分類別の年間商品販売額の構成比
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表１１　卸売業の産業分類小分類別年間商品販売額

年間商品販
売額(億円)

年間商品販
売額(億円)

構成比(％) 前回比(％)

14,004 13,256 100.0 ▲ 5.3
49　各種商品卸売業 60 17 0.1 ▲ 71.2
50　繊維・衣服等卸売業 1,509 1,375 10.4 ▲ 8.9
　501　繊維品（衣服・身の回りを除く）卸売業 1,186 1,151 8.7 ▲ 2.9
　502　衣服・身の回り品卸売業 323 223 1.7 ▲ 31.0
51　飲食料品卸売業 4,289 3,263 24.6 ▲ 23.9
　511　農畜産物・水産物卸売業 2,723 1,977 14.9 ▲ 27.4
　512　食料・飲料卸売業 1,566 1,286 9.7 ▲ 17.9
52　建築材料､鉱物･金属材料等卸売業 3,149 3,798 28.7 20.6
　521　建築材料卸売業 1,568 1,335 10.1 ▲ 14.9
　522　化学製品卸売業 896 990 7.5 10.4
　523　鉱物・金属材料卸売業 628 1,395 10.5 122.2
　524　再生資源卸売業 57 78 0.6 37.4
53　機械器具卸売業 3,038 2,775 20.9 ▲ 8.7
　531　一般機械器具卸売業 648 620 4.7 ▲ 4.3
　532　自動車卸売業 560 544 4.1 ▲ 2.9
　533　電気機械器具卸売業 861 884 6.7 2.7
　539　その他の機械器具卸売業 969 727 5.5 ▲ 25.0
54　その他の卸売業 1,959 2,028 15.3 3.5
　541　家具・建具・じゅう器等卸売業 291 235 1.8 ▲ 19.3
　542　医薬品・化粧品等卸売業 907 912 6.9 0.6
　549　他に分類されない卸売業 761 881 6.6 15.7

産　　 　業　　 　分　 　　類
平成１６年 平成１９年

卸　　　売　　　業　　　計

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 小売業 

小売業の年間商品販売額は９，０４７億円で、前回と比べて９０億円（前回比１．０％増）増加し

ています。 

小分類別の構成比をみると、自動車小売業が１５．５％と最も高く、次いで各種食料品小売業

（１４．３％）、燃料小売業（１３．８％）の順となっています。〈表１２、図１０〉 



また、前回と比べると、その他の飲食料品小売業が１６７億円（前回比１８．６％増）増、医薬

品・化粧品小売業が１１０億円（同３６．１％増）増など、２８業種のうち８業種で増加していますが、

百貨店、総合スーパーが６８億円（同１１．１％減）減、自動車が６１億円（同４．２％減）減など、 

２０業種で減少しています。〈表１２〉 
 

図１０　[小売業]産業分類小分類別の年間商品販売額の構成比
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表１２　小売業の産業分類小分類別年間商品販売額

年間商品販
売額(億円)

年間商品販
売額(億円)

構成比(％) 前回比(％)

8,957 9,047 100.0 1.0
55　 各種商品小売業 704 617 6.8 ▲ 12.4
　551　百貨店、総合スーパー 620 552 6.1 ▲ 11.1

84 65 0.7 ▲ 22.2

56　 織物・衣服・身の回り品小売業 652 594 6.6 ▲ 8.8
　561　呉服・服地・寝具小売業 132 110 1.2 ▲ 17.1
　562　男子服小売業 87 86 0.9 ▲ 2.0
　563　婦人・子供服小売業 301 294 3.3 ▲ 2.3
　564　靴・履物小売業 41 37 0.4 ▲ 9.6
　569　その他の織物・衣服・身の回り品小売業 90 68 0.7 ▲ 24.9

小売業 2,865 2,888 31.9 0.8
品小売業 1,321 1,295 14.3 ▲ 1.9

258 179 2.0 ▲ 30.7
業 48 30 0.3 ▲ 37.7
業 95 107 1.2 12.3

売業 37 39 0.4 4.7
業 161 150 1.7 ▲ 7.1

売業 43 19 0.2 ▲ 55.2
売業 902 1,069 11.8 18.6

車小売業 1,476 1,413 15.6 ▲ 4.3
売業 1,467 1,406 15.5 ▲ 4.2
売業 9 7 0.1 ▲ 25.1

器具小売業 801 686 7.6 ▲ 14.3
業 181 137 1.5 ▲ 24.4

小売業 484 509 5.6 5.1
99　その他のじゅう器小売業 135 40 0.4 ▲ 70.2

0　 その他の小売業 2,460 2,849 31.5 15.8
品小売業 307 417 4.6 36.1

小売業 109 109 1.2 ▲ 0.2
業 1,106 1,244 13.8 12.5

小売業 285 267 2.9 ▲ 6.4
ﾎﾟｰﾂ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 182 171 1.9 ▲ 5.9

材料小売業 19 17 0.2 ▲ 12.1
　607　時計・眼鏡・光学機械小売業 57 64 0.7 13.6
　609　他に分類されない小売業 396 560 6.2 41.5

　559　その他の各種商品小売業
        　 (従業者が常時５０人未満のもの)

　　産　　業　　分　　類
平成１６年 平成１９年

　　小　　売　　業　　計

57　 飲食料品
　571　各種食料
　572　酒小売業
　573　食肉小売
　574　鮮魚小売
　575　野菜・果実小
　576　菓子・パン小売
　577　米穀類小
　579　その他の飲食料品小
58　 自動車・自転
　581　自動車小
　582　自転車小
59　 家具・じゅう器・家庭用機械
　591　家具・建具・畳小売
　592　機械器具
　5
6
　601　医薬品・化粧
　602　農耕用品
　603　燃料小売
　604　書籍・文房具
　605　ｽ
　606　写真機・写真

平成19年

平成16年

自動車

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２） 従業者規模別 

   年間商品販売額を従業者規模別に前回と比較すると、５０～９９人規模が３９０億円（前回比 
１６．３％増）増など、８つの区分のうち３つの区分で増加していますが、３０～４９人規模が４３６

億円（同１４．９％減）減、１００人以上規模が３４３億円（同１２．２％減）減など、５つの区分で減

少しています。 
   卸売業・小売業別にみると、卸売業では５０～９９人規模が３９７億円（同２２．８％増）増となる

など３つの区分で増加していますが、１００人以上規模が５２５億円（同２６．８％減）減となるなど

５つの区分で減少しました。また、小売業では、１～２人規模が１０９億円（同１５．２％減）減とな

る一方、１００人以上規模が１８３億円（同２１．６％増）増となるなど、従業者規模の大きい区分で

増加する傾向がみられます。〈表１３〉 
 

表１３　従業者規模別年間商品販売額

平成１６年

年間商品販
売額(億円)

年間商品販
売額(億円)

構成比(％) 前回比(％)

合　計 22,961 22,303 100.0 ▲ 2.9
1～2人 1,113 1,021 4.6 ▲ 8.3
3～4人 2,011 1,866 8.4 ▲ 7.2
5～9人 4,481 4,380 19.6 ▲ 2.3

10～19人 4,891 4,899 22.0 0.2
20～29人 2,329 2,391 10.7 2.7
30～49人 2,934 2,498 11.2 ▲ 14.9
50～99人 2,398 2,788 12.5 16.3
100人以上 2,804 2,461 11.0 ▲ 12.2

合　計 14,004 13,256 100.0 ▲ 5.3
1～2人 397 413 3.1 4.0
3～4人 888 856 6.5 ▲ 3.7
5～9人 2,581 2,325 17.5 ▲ 9.9

10～19人 2,865 2,952 22.3 3.1
20～29人 1,583 1,492 11.3 ▲ 5.7
30～49人 1,992 1,648 12.4 ▲ 17.3
50～99人 1,740 2,137 16.1 22.8
100人以上 1,959 1,434 10.8 ▲ 26.8

合　計 8,957 9,047 100.0 1.0
1～2人 717 608 6.7 ▲ 15.2
3～4人 1,123 1,010 11.2 ▲ 10.0
5～9人 1,901 2,055 22.7 8.1

10～19人 2,027 1,946 21.5 ▲ 4.0
20～29人 746 899 9.9 20.6
30～49人 942 850 9.4 ▲ 9.8
50～99人 657 651 7.2 ▲ 0.9
100人以上 845 1,028 11.4 21.6

卸 売 業

小 売 業

従業者規模
平成１９年

合　計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 販売効率 

   １事業所当たりの年間商品販売額は１億８，５５３万円で、前回と比べて１，２８３万円（前回比

７．４％増）増加しています。 

   また、従業者１人当たりの年間商品販売額は３，０１３万円で、前回と比べて２９万円（同 

１．０％増）増加しています。 



① 卸売業 

  <１事業所当たりの年間商品販売額> 

卸売業の１事業所当たりの年間商品販売額は５億１９３万円で、前回と比べて２，５６０万円

（同５．４％増）増加しています。 

小分類別に前回と比較すると（寄与度順※）、鉱物・金属材料卸売業が９億３，３７２万円（同

１２４．９％増）増、電気機械器具卸売業が３億５，７９５万円（同５１．６％増）増となるなど、１６業

種のうち１０業種で増加していますが、農畜産物・水産物卸売業が２億９，４４６億円（同２９．０％

減）減、医薬品・化粧品等卸売業が６，９１５万円（同９．５％減）減など６業種で減少しています。 

〈表１４〉 

  <従業者１人当たりの年間商品販売額> 

   卸売業の従業者１人当たりの年間商品販売額は６，０４３万円で、前回と比べて１１万円（同 

０．２％減）減少しています。 

   小分類別に前回と比較すると（寄与度順※）、鉱物・金属材料卸売業が３，８４７万円（同 

５６．１％増）増、電気機械器具卸売業が１，８４０万円（同２５．９％増）増となるなど１６業種のう

ち７業種で増加していますが、農畜産物・水産物卸売業が２，８７２万円（同２９．１％減）減、化

学製品卸売業が１，１５５万円（同１０．７％減）減となるなど９業種で減少しています。〈表１４〉 

表１４　産業分類小分類別の１事業所当たり、従業者１人当たりの年間商品販売額（卸売業）

平成16年 平成16年

実数
(万円)

事業所数
実数

(万円)
前回比

(％)
寄与度※

実数
(万円)

従業者数
(人)

実数
(万円)

前回比
(％)

寄与度※

47,633 2,641 50,193 5.4 5.4 6,054 21,814 6,043 ▲ 0.2 ▲ 0.2

75,035 7 24,736 ▲ 67.0 ▲ 0.3 6,003 55 3,148 ▲ 47.6 ▲ 0.1

38,993 319 43,090 10.5 1.0 6,787 1,941 7,082 4.3 0.4

56,726 191 60,273 6.3 0.5 9,985 1,122 10,260 2.8 0.2

回り品卸売業 18,171 128 17,448 ▲ 4.0 ▲ 0.1 3,122 819 2,727 ▲ 12.7 ▲ 0.2

67,013 579 56,350 ▲ 15.9 ▲ 4.9 7,359 5,459 5,977 ▲ 18.8 ▲ 5.7

101,592 274 72,146 ▲ 29.0 ▲ 6.4 9,864 2,827 6,992 ▲ 29.1 ▲ 6.1

42,102 305 42,161 0.1 0.0 5,105 2,632 4,886 ▲ 4.3 ▲ 0.4

54,385 539 70,465 29.6 6.9 6,925 4,695 7,931 14.5 3.6

49,613 285 46,836 ▲ 5.6 ▲ 0.6 6,373 2,119 6,299 ▲ 1.2 ▲ 0.1

80,757 105 94,265 16.7 1.1 10,762 953 9,607 ▲ 10.7 ▲ 0.8

74,750 83 168,122 124.9 6.2 6,862 1,303 10,709 56.1 3.8

8,354 66 11,822 41.5 0.2 1,681 320 2,438 45.1 0.2

42,735 575 48,268 12.9 2.5 4,902 5,317 5,220 6.5 1.3

26,769 202 30,696 14.7 0.6 3,593 1,543 4,019 11.8 0.5

39,750 136 40,025 0.7 0.0 4,263 1,244 4,376 2.7 0.1

69,423 84 105,218 51.6 2.4 7,097 989 8,937 25.9 1.4

の他の機械器具卸売業 47,517 153 47,530 0.0 0.0 5,189 1,541 4,719 ▲ 9.1 ▲ 0.5

54　その他の卸売業 31,849 622 32,605 2.4 0.4 4,626 4,347 4,665 0.8 0.1

ゅう器等卸売業 16,805 153 15,343 ▲ 8.7 ▲ 0.2 2,655 930 2,524 ▲ 4.9 ▲ 0.1

72,542 139 65,627 ▲ 9.5 ▲ 0.8 8,334 1,140 8,002 ▲ 4.0 ▲ 0.3

9　他に分類されない卸売業 24,013 330 26,698 11.2 0.7 3,711 2,277 3,869 4.3 0.3

繊維品（衣服・身の回りを除く）卸売業

　建築材料､鉱物･金属材料等卸売業

産　　 　業　　 　分　 　　類

卸　　　売　　　業　　　計

１事業所当たりの年間商品販売額 従業者１人当たりの年間商品販売額

平成19年 平成19年

 

49　各種商品卸売業

50　繊維・衣服等卸売業

　501　

　502　衣服・身の

51　飲食料品卸売業

　511　農畜産物・水産物卸売業

　512　食料・飲料卸売業

52

　521　建築材料卸売業

　522　化学製品卸売業

　523　鉱物・金属材料卸売業

　524　再生資源卸売業

53　機械器具卸売業

　531　一般機械器具卸売業

　532　自動車卸売業

　533　電気機械器具卸売業

　539　そ

　541　家具・建具・じ

　542　医薬品・化粧品等卸売業

　54

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※寄与度とは、対前回比の増減に対して、小分類別の増減分がどれだけ全体に影響を与えたかを示したものです。 

 

② 小売業 

<１事業所当たりの年間商品販売額> 

 小売業の１事業所当たりの年間商品販売額は９，６４５万円で、前回と比べて９９５万円（前回



比１１．５％増）増加しています。 

 小分類別に前回と比較すると（寄与度順※）、その他の飲食料品小売業が１，８６６万円（同 

２９．３％増）増、燃料小売業が３，３６７万円（同１８．８％増）増となるなど２８業種のうち１９業種

で増加していますが、その他のじゅう器小売業が３，８９９万円（同６１．９％減）減、酒小売業が 

５４８万円（同１１．４％減）減となるなど９業種で減少しています。〈表１５〉 

 

  <従業者１人当たりの年間商品販売額> 

   小売業の従業者１人当たりの年間商品販売額は１，７４０万円で、前回と比べて７７万円（同 

４．６％増）増加しています。 

   小分類別に前回と比較すると（寄与度順※）、燃料小売業が７０５万円（同２１．１％増）増、医

薬品・化粧品小売業が４５５万円（同３３．０％増）増となるなど２８業種のうち１３業種で増加して

いますが、各種食料品小売業が２３５万円（同９．８％減）減、その他のじゅう器小売業が８８６万

円（同５３．０％減）減となるなど１５業種で減少しています。〈表１５〉 

表１５　産業分類小分類別の１事業所当たりの年間商品販売額、従業者１人当たりの年間商品販売額（小売業）

平成16年 平成16年
実数

(万円)
事業所数

実数
(万円)

前回比
(％)

寄与度※
実数

(万円)
従業者数

(人)
実数

(万円)
前回比

(％)
寄与度

※

8,650 9,380 9,645 11.5 11.5 1,663 51,937 1,740 4.6 4.6
　 各種商品小売業 119,294 41 150,383 26.1 1.6 2,614 2,420 2,548 ▲ 2.5 ▲ 0.2

1　百貨店、総合スーパー 516,930 10 551,571 6.7 0.4 2,644 2,088 2,642 ▲ 0.1 ▲ 0.0

17,770 31 20,968 18.0 0.1 2,407 332 1,958 ▲ 18.7 ▲ 0.2

　 織物・衣服・身の回り品小売業 4,012 1,459 4,073 1.5 0.1 1,302 4,724 1,254 ▲ 3.7 ▲ 0.3
1　呉服・服地・寝具小売業 3,270 365 3,001 ▲ 8.2 ▲ 0.1 1,099 1,094 997 ▲ 9.3 ▲ 0.1
2　男子服小売業 4,704 158 5,427 15.4 0.1 1,480 530 1,618 9.3 0.1
3　婦人・子供服小売業 4,413 613 4,799 8.7 0.3 1,393 2,119 1,388 ▲ 0.3 ▲ 0.0
4　靴・履物小売業 3,398 105 3,539 4.2 0.0 1,352 292 1,273 ▲ 5.9 ▲ 0.0

3,893 218 3,099 ▲ 20.4 ▲ 0.2 1,200 689 959 ▲ 20.1 ▲ 0.2
　 飲食料品小売業 8,109 3,142 9,193 13.4 4.2 1,413 20,544 1,404 ▲ 0.7 ▲ 0.2

1　各種食料品小売業 37,729 294 44,060 16.8 2.3 2,399 5,987 2,164 ▲ 9.8 ▲ 1.6
2　酒小売業 4,802 420 4,254 ▲ 11.4 ▲ 0.3 1,808 1,112 1,607 ▲ 11.1 ▲ 0.3
3　食肉小売業 7,806 59 5,107 ▲ 34.6 ▲ 0.2 1,315 284 1,061 ▲ 19.3 ▲ 0.1
4　鮮魚小売業 3,396 313 3,412 0.5 0.0 1,008 998 1,070 6.1 0.1

　575　野菜・果実小売業 2,619 116 3,379 29.0 0.1 925 348 1,119 21.0 0.1
6　菓子・パン小売業 2,635 538 2,785 5.7 0.1 603 2,468 607 0.7 0.0
7　米穀類小売業 3,247 102 1,868 ▲ 42.5 ▲ 0.2 1,285 208 916 ▲ 28.7 ▲ 0.1
9　その他の飲食料品小売業 6,360 1,300 8,226 29.3 3.0 1,046 9,139 1,165 11.4 1.3

　 自動車・自転車小売業 16,946 779 18,135 7.0 1.1 2,593 5,078 2,782 7.3 1.1
1　自動車小売業 20,232 666 21,109 4.3 0.7 2,683 4,895 2,872 7.0 1.1
2　自転車小売業 630 113 609 ▲ 3.3 ▲ 0.0 407 183 376 ▲ 7.5 ▲ 0.0

7,193 908 7,556 5.0 0.4 1,938 3,290 2,085 7.6 0.6
1　家具・建具・畳小売業 4,169 330 4,152 ▲ 0.4 ▲ 0.0 1,428 977 1,403 ▲ 1.8 ▲ 0.0
2　機械器具小売業 10,450 410 12,408 18.7 1.0 2,360 1,800 2,826 19.7 1.0
9　その他のじゅう器小売業 6,298 168 2,399 ▲ 61.9 ▲ 0.8 1,672 513 786 ▲ 53.0 ▲ 0.5

　 その他の小売業 7,796 3,051 9,338 19.8 5.8 1,529 15,881 1,791 17.2 4.8
1　医薬品・化粧品小売業 5,164 547 7,629 47.7 1.7 1,379 2,275 1,834 33.0 1.2
2　農耕用品小売業 10,356 111 9,777 ▲ 5.6 ▲ 0.1 2,179 564 1,924 ▲ 11.7 ▲ 0.2
3　燃料小売業 17,869 586 21,236 18.8 2.4 3,342 3,065 4,047 21.1 2.5
4　書籍・文房具小売業 6,867 365 7,304 6.4 0.2 579 4,264 625 8.0 0.2

7,895 211 8,096 2.5 0.1 1,639 1,099 1,554 ▲ 5.2 ▲ 0.1
6　写真機・写真材料小売業 4,536 35 4,784 5.5 0.0 1,047 150 1,116 6.6 0.0
7　時計・眼鏡・光学機械小売業 3,338 162 3,980 19.2 0.1 1,158 481 1,340 15.7 0.1
9　他に分類されない小売業 4,039 1,034 5,416 34.1 1.8 1,180 3,983 1,406 19.2 1.0

平成19年
従業者１人当たりの年間商品販売額１事業所当たりの年間商品販売額

平成19年

　605　ｽﾎﾟｰﾂ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業

9　その他の織物・衣服・身の回り品小売業

9　 家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業

　　小　　売　　業　　計

9　その他の各種商品小売業
       　 (従業者が常時５０人未満のもの)

　　産　　業　　分　　類
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※寄与度とは、対前回比の増減に対して、小分類別の増減分がどれだけ全体に影響を与えたかを示したものです。 



５ 売場面積（小売業） 

小売業の売場面積は１，２１５，６７７㎡で、前回と比べて２８，２０２㎡（前回比２．４％増）増加しま

した。 

小分類別に構成比をみると、各種食料品小売業が１４．５％と最も高く、次いで百貨店、総合ス

ーパー（９．７％）、その他の飲食料品小売業（９．０％）の順となっています。〈表１６、図１１〉 

また、前回と比べると、各種食料品小売業が３１，１６５㎡（前回比２１．５％増）増、医薬品・化粧

品小売業が１４，５４２㎡（同２６．８％増）増となるなど、２８業種のうち１２業種で増加していますが、

その他のじゅう器小売業が２３，８６３㎡（同５２．１％減）減、家具・建具・畳小売業が１２，３２９㎡

（同１４．１％減）減となるなど１６業種で減少しています。〈表１６〉 

表１６　産業分類小分類別の売場面積（小売業）

売場面積
(㎡)

売場面積
(㎡)

構成比(％) 前回比(％)

1,187,475 1,215,677 100.0 2.4
小売業 133,618 131,528 10.8 ▲ 1.6

ーパー 120,831 118,018 9.7 ▲ 2.3

12,787 13,510 1.1 5.7

・身の回り品小売業 177,856 170,440 14.0 ▲ 4.2
・寝具小売業 30,301 29,599 2.4 ▲ 2.3

売業 28,987 24,684 2.0 ▲ 14.8
服小売業 83,955 80,098 6.6 ▲ 4.6
売業 9,889 12,053 1.0 21.9

24,724 24,006 2.0 ▲ 2.9
小売業 325,389 363,053 29.9 11.6

品小売業 144,723 175,888 14.5 21.5
32,198 27,026 2.2 ▲ 16.1

業 3,281 3,137 0.3 ▲ 4.4
業 13,422 13,572 1.1 1.1
小売業 6,841 7,196 0.6 5.2

28,270 23,338 1.9 ▲ 17.4
売業 4,411 3,141 0.3 ▲ 28.8

92,243 109,755 9.0 19.0
転車小売業 32,535 34,657 2.9 6.5
売業 26,229 28,980 2.4 10.5
売業 6,306 5,677 0.5 ▲ 10.0

196,207 150,493 12.4 ▲ 23.3
・畳小売業 87,584 75,255 6.2 ▲ 14.1

小売業 62,838 53,316 4.4 ▲ 15.2
ゅう器小売業 45,785 21,922 1.8 ▲ 52.1

売業 321,870 365,506 30.1 13.6
化粧品小売業 54,279 68,821 5.7 26.8
小売業 20,438 16,111 1.3 ▲ 21.2
業 11,762 13,380 1.1 13.8
具小売業 44,718 39,674 3.3 ▲ 11.3

品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 42,039 45,822 3.8 9.0
写真材料小売業 2,955 2,619 0.2 ▲ 11.4

　607　時計・眼鏡・光学機械小売業 10,835 11,207 0.9 3.4
　609　他に分類されない小売業 134,844 167,872 13.8 24.5

       　 (従業者が常時５０人未満のもの)

　　産　　業　　分　　類
平成１６年 平成１９年

　　小　　売　　業　　計

55　 各種商品
　551　百貨店、総合ス

56　 織物・衣服
　561　呉服・服地
　562　男子服小
　563　婦人・子供
　564　靴・履物小
　569　その他の織物・衣服・身の回り品小売業
57　 飲食料品
　571　各種食料
　572　酒小売業
　573　食肉小売
　574　鮮魚小売
　575　野菜・果実
　576　菓子・パン小売業
　577　米穀類小
　579　その他の飲食料品小売業
58　 自動車・自
　581　自動車小
　582　自転車小
59　 家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業
　591　家具・建具
　592　機械器具
　599　その他のじ
60　 その他の小
　601　医薬品・
　602　農耕用品
　603　燃料小売
　604　書籍・文房
　605　ｽﾎﾟｰﾂ用
　606　写真機・

　559　その他の各種商品小売業
 

 図１１　[小売業]産業分類小分類別の売場面積の構成比
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<１事業所当たりの売場面積> 

  １事業所当たりの売場面積は１５７．８㎡で、前回と比べて２１．０㎡（前回比１５．４％増）増加し

ています。 

  小分類別にみると、百貨店、総合スーパーが１１，８０１．８㎡で最も大きく、次いで各種食料品

小売業（６０６．５㎡）、その他の各種商品小売業（４３５．８㎡）となっています。 

  また、前回と比べると（寄与度順※）、各種食料品小売業が１８４．６㎡（前回比４３．８％増）増、

その他の飲食料品小売業が２５．７㎡（同３４．８％増）増となるなど、２８業種のうち２２業種で増

加していますが、その他のじゅう器小売業が８５．９㎡（同３８．８％減）減となるなど、６業種で減

少しています。〈表１７〉 
 

<従業者１人当たりの売場面積> 

  従業者１人当たりの売場面積は３０．８㎡で、前回と比べて１．６㎡（前回比５．５％増）増加して

います。 

  小分類別にみると、家具・建具・畳小売業が１０６．９㎡で最も大きく、次いで百貨店、総合スー

パー（５６．５㎡）、男子服小売業（５０．２㎡）の順となっています。 

  また、小分類別に前回と比較すると（寄与度順※）、自動車小売業が７．０㎡（前回比１６．５％

増）増、その他の飲食料品小売業が２．０㎡（同１６．３％増）増となるなど、２８業種のうち２２業種

で増加していますが、農耕用品小売業が１２．７㎡（同３０．２％減）減、その他のじゅう器小売業

が１４．３㎡（同２４．６％減）減となるなど、６業種で減少しています。〈表１７〉 
 
表１７　産業分類小分類別の１事業所当たり、従業者１人当たりの売場面積（小売業）

平成16

 

年 平成16年

実数(㎡) 事業所数 実数(㎡)
前回比

(％)
寄与度

※
実数(㎡)

従業者数
(人)

実数(㎡)
前回比

(％)
寄与度

※
136.8 9,380 157.8 15.4 15.4 29.2 51,937 30.8 5.5 5.5

品小売業 2,344.2 41 3,208.0 36.8 2.8 50.3 2,420 54.4 8.2 0.7
　551　百貨店、総合スーパー 10,069.3 10 11,801.8 17.2 1.4 51.5 2,088 56.5 9.7 0.7

284.2 31 435.8 53.3 0.4 41.1 332 40.7 ▲ 1.0 ▲ 0.0

56　 織物・衣服・身の回り品小売業 111.0 1,459 120.1 8.2 1.0 36.2 4,724 37.1 2.5 0.3
61　呉服・服地・寝具小売業 77.9 365 85.5 9.8 0.2 26.6 1,094 29.0 9.0 0.2

　562　男子服小売業 156.7 158 160.3 2.3 0.0 49.5 530 50.2 1.4 0.0
服小売業 123.3 613 131.7 6.8 0.4 38.9 2,119 38.0 ▲ 2.3 ▲ 0.1

　564　靴・履物小売業 81.7 105 114.8 40.5 0.3 32.5 292 41.3 27.1 0.2
109.4 218 116.5 6.5 0.1 34.3 689 35.0 2.0 0.0

品小売業 97.6 3,142 125.5 28.6 6.8 17.1 20,544 19.2 12.3 2.8
料品小売業 421.9 294 606.5 43.8 4.2 26.7 5,987 29.8 11.6 1.2

72　酒小売業 60.2 420 64.7 7.5 0.1 22.7 1,112 24.4 7.5 0.1
3　食肉小売業 52.9 59 54.1 2.3 0.0 8.9 284 11.3 27.0 0.0

74　鮮魚小売業 51.4 313 48.8 ▲ 5.1 ▲ 0.1 14.7 998 14.6 ▲ 0.7 ▲ 0.0
75　野菜・果実小売業 48.9 116 63.1 29.0 0.1 17.1 348 20.7 21.1 0.1
6　菓子・パン小売業 46.3 538 43.7 ▲ 5.6 ▲ 0.1 10.6 2,468 9.5 ▲ 10.4 ▲ 0.2

77　米穀類小売業 33.7 102 31.7 ▲ 5.9 ▲ 0.0 13.3 208 15.9 19.5 0.0
小売業 73.8 1,300 99.5 34.8 2.6 12.3 9,139 14.3 16.3 1.2

・自転車小売業 111.4 779 134.9 21.1 1.4 38.5 5,078 45.0 16.9 2.2
81　自動車小売業 178.4 666 201.3 12.8 1.2 42.3 4,895 49.3 16.5 2.3
82　自転車小売業 43.5 113 50.2 15.4 0.1 28.0 183 31.0 10.7 0.0

218.7 908 207.9 ▲ 4.9 ▲ 0.8 54.3 3,290 52.9 ▲ 2.6 ▲ 0.3
1　家具・建具・畳小売業 366.5 330 432.5 18.0 1.7 99.0 977 106.9 8.0 0.5

具小売業 139.3 410 137.4 ▲ 1.4 ▲ 0.1 32.4 1,800 32.5 0.3 0.0
99　その他のじゅう器小売業 221.2 168 135.3 ▲ 38.8 ▲ 1.1 58.2 513 43.9 ▲ 24.6 ▲ 0.5
　 その他の小売業 128.9 3,051 154.2 19.6 6.0 33.5 15,881 36.7 9.6 3.4
01　医薬品・化粧品小売業 96.1 547 134.4 39.9 1.6 25.9 2,275 32.3 24.7 1.0

品小売業 202.4 111 152.0 ▲ 24.9 ▲ 0.4 42.1 564 29.4 ▲ 30.2 ▲ 0.5
03　燃料小売業 62.6 586 74.7 19.3 0.6 16.0 3,065 19.9 24.4 0.8

具小売業 173.3 365 190.7 10.0 0.5 35.0 4,264 35.6 1.7 0.2
183.6 211 219.2 19.4 0.6 38.0 1,099 42.4 11.6 0.3

・写真材料小売業 70.4 35 74.8 6.2 0.0 16.2 150 17.5 8.0 0.0
　607　時計・眼鏡・光学機械小売業 63.7 162 71.8 12.7 0.1 22.1 481 23.9 8.1 0.1

09　他に分類されない小売業 142.8 1,034 174.0 21.8 2.5 41.5 3,983 44.3 6.7 0.7

平成19年
従業者１人当たりの売場面積

605　ｽﾎﾟｰﾂ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業

 家具・じゅう器・家庭用機械器具小売業

の他の織物・衣服・身の回り品小売業

　　小　　売　　業　　計

小売業
       　 (従業者が常時５０人未満のもの)

　　産　　業　　分　　類

１事業所当たりの売場面積
平成19年

55　 各種商

　5

　563　婦人・子供

57　 飲食料

　569　そ

　571　各種食
　5
　57
　5
　5
　57
　5
　579　その他の飲食料品
58　 自動車
　5
　5

　59

59　

　592　機械器
　5
60
　6
　602　農耕用
　6
　604　書籍・文房

　606　写真機

　

　6

　559　その他の各種商品
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※寄与度とは、対前回比の増減に対して、小分類別の増減分がどれだけ全体に影響を与えたかを示したものです。 



６ 来客用駐車場（小売業） 
小売業の事業所のうち、６，２５５の事業所が来客用駐車場を有しており、小売業の６６．７％を

占めています。 
専用駐車場の収容台数は７４，９５４台で、平成１４年調査と比較すると（※）２．７％増加していま

す。１事業所当たりの収容台数は１４．３台で、平成１４年調査と比較すると４．９％増加していま

す。 
〈表１８〉 

表１８　来客用駐車場の有無別事業所数等

平成14年 平成19年
構成比

(％)
平成14年 平成19年

対14年
比(％)

平成14
年

平成19年
対14年
比(％)

小売業計 10,820 9,380 100.0 － － － － － －
来客用駐車場有り 6,537 6,255 66.7 － － － － － －

表１９　地域別事業所数、従業者数、年間商品販売額（卸売業）

実数 構成比(％) 前回比(％) 実数(人) 構成比(％) 前回比(％) 実数(億円) 構成比(％) 前回比(％)
合　計 2,641 100.0 ▲ 10.2 21,814 100.0 ▲ 5.7 13,256 100.0 ▲ 5.3

福井坂井地区 1,516 57.4 ▲ 10.6 14,788 67.8 ▲ 5.0 10,267 77.5 ▲ 5.3
98 3.7 ▲ 13.3 414 1.9 ▲ 18.7 97 0.7 ▲ 32.3

丹南地区 608 23.0 ▲ 10.7 3,913 17.9 ▲ 8.0 1,582 11.9 ▲ 11.8
嶺南地区 419 15.9 ▲ 6.9 2,699 12.4 ▲ 3.7 1,310 9.9 6.5

年間商品販売額
地域

事業所数 従業者数

大野勝山地区

自店の専用駐車場有り 5,350 5,224 55.7 72,954 74,954 2.7 13.6 14.3 4.9
店等との共用駐車場有り 1,187 1,031 11.0 － － － － － －

来客用駐車場無し 4,283 3,125 33.3 － － － － － －

事業所数 収容台数(台)
１事業所当たりの収容台数

(台)

他

 

 

 
 
 
 
 

 
※平成１６年調査では来客用駐車場を調査していないため、平成１４年調査と比較しています。 
 

７ 地域別（広域市町村圏別）状況 

（１） 卸売業 
   事業所数の構成比をみると、福井坂井地区が全体の５７．４％を占めており、次いで丹南地

区（２３．０％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が１０．６％減、丹南地区が 
１０．７％減など、すべての地域で減少しています。 

   従業者数の構成比をみると、福井坂井地区が全体の６７．８％を占めており、次いで丹南地

区（１７．９％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が５．０％減、丹南地区が 
８．０％減となるなど、すべての地域で減少しています。 

   年間商品販売額の構成比をみると、福井坂井地区が全体の７７．５％を占めており、次いで

丹南地区（１１．９％）となっています。前回と比較すると、嶺南地区は６．５％増加していますが、

福井坂井地区が５．３％減など、嶺南地区以外の３つの地域で減少しています。 
〈表１９、図１２〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 図１２　[卸売業]地域別事業所数、従業者数、年間商品販売額の構成比
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（２） 小売業 

   事業所数の構成比をみると、福井坂井地区が全体の５０．１％を占めており、次いで丹南地

区（２３．０％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が８．０％減、丹南地区が 
１０．９％減となるなど、すべての地域で減少しています。 

   従業者数の構成比をみると、福井坂井地区が全体の５３．１％を占めており、次いで丹南地

区（２１．８％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が２．９％減、嶺南地区が 
７．２％減となるなど、すべての地域で減少しています。 

   年間商品販売額の構成比をみると、福井坂井地区が全体の５５．６％を占めており、次いで

丹南地区（２０．０％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が１．８％増となるなど、

３つの地域で増加していますが、嶺南地区のみ２．６％減少しています。 
   売場面積の構成比をみると、福井坂井地区が全体の５３．１％を占めており、次いで丹南地

区（２３．４％）となっています。前回と比較すると、福井坂井地区が３．９％、丹南地区が６．０％

それぞれ増加していますが、嶺南地区が５．１％、大野勝山地区が１．８％それぞれ減少してい

ます。〈表２０、図１３〉 
 
 表２０　地域別事業所数、従業者数、年間商品販売額、売場面積（小売業）

実数 構成比(％) 前回比(％) 実数(人) 構成比(％) 前回比(％)
合　計 9,380 100.0 ▲ 9.4 51,937 100.0 ▲ 3.5

福井坂井地区 4,698 50.1 ▲ 8.0 27,570 53.1 ▲ 2.9
大野勝山地区 824 8.8 ▲ 10.0 3,807 7.3 ▲ 3.1

丹南地区 2,161 23.0 ▲ 10.9 11,317 21.8 ▲ 1.9
嶺南地区 1,697 18.1 ▲ 11.1 9,243 17.8 ▲ 7.2

実数(億円) 構成比(％) 前回比(％) 実数(㎡) 構成比(％) 前回比(％)
合　計 9,047 100.0 1.0 1,215,677 100.0 2.4

福井坂井地区 5,026 55.6 1.8 645,532 53.1 3.9
大野勝山地区 588 6.5 0.7 94,365 7.8 ▲ 1.8

丹南地区 1,811 20.0 2.4 284,014 23.4 6.0
嶺南地区 1,622 17.9 ▲ 2.6 191,766 15.8 ▲ 5.1

地域
事業所数 従業者数

地域
売場面積年間商品販売額

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図１３　[小売業]地域別事業所数、従業者数、年間商品販売額、売場面積の構成比

53.1

55.6

53.1

50.1

7.8

6.5

7.3

8.8

23.4

20.0

21.8

23.0

15.8

17.9

17.8

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売場面積

年間商品販売額

従業者数

事業所数

福井坂井地区 大野勝山地区 丹南地区 嶺南地区

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 業態別、立地環境特性地区別（小売業） 

（１） 業態別（※） 

① 事業所数 
業態別に事業所数の構成比をみると、専門店が５９．４％で最も高く、次いで中心店が 

２９．１％となっています。 
前回と比較すると、その他のスーパーが４１事業所（前回比１０．８％増）増、コンビニエンススト

アが１０事業所（同３．９％増）増となるなど９業態のうち３業態で増加していますが、中心店が 
６０６事業所（同１８．２％減）減、専門店が４０９事業所（同６．８％減）減となるなど４業態で減少

しています。〈表２１〉 
 

② 従業者数 

従業者数の構成比をみると、専門店が４５．２％と最も高く、次いで中心店が２２．６％となって

います。 
前回と比較すると、その他のスーパーが１，１１２人（前回比４２．９％増）増、専門スーパーが 

４３８人（同６．８％増）増となるなど４業態で増加していますが、中心店が２，０３３人（同１４．８％

減）減、専門店が１，２９６人（同５．２％減）減となるなど５業態で減少しています。〈表２１〉 
 

③ 年間商品販売額 

年間商品販売額の構成比をみると、専門店が３９．６％と最も高く、次いで中心店が２４．５％と

なっています。 
前回と比較すると、専門店が２２７億円（前回比６．８％増）増、その他のスーパーが１３３億円

（同２７．７％増）増となっていますが、中心店が１６２億円（同６．８％減）減、専門スーパーが 
１１７億円（同７．４％減）減となっています。〈表２１〉 

 
④ 売場面積 

売場面積の構成比をみると、専門店が３２．１％と最も高く、次いで専門スーパーが２４．３％と

なっています。 
前回と比較すると、その他のスーパーが４５，５５２㎡（前回比５５．４％増）増、ドラッグストアが 

１５，５８０㎡（同５２．６％増）増となっていますが、中心店が３２，０９２㎡（同１３．４％減）減、専門



店が１４，５８０㎡（同３．６％減）減となっています。〈表２１〉 
 
表２１ 　業態別の事業所数、従業者数、年間商品販売額、売場面積

平成16年 平成16年
実数 実数 構成比(％) 前回比(％) 実数(人) 実数(人) 構成比(％) 前回比(％)

小売業計
１．百貨店

10,355 9,380 100.0 ▲ 9.4 53,814 51,937 100.0 ▲ 3.5
1 1 0.0 0.0 275 224 0.4 ▲ 18.5

．総合スーパー 11 9 0.1 ▲ 18.2 2,071 1,864 3.6 ▲ 10.0
．専門スーパー 272 277 3.0 1.8 6,455 6,893 13.3 6.8

ンビニエンスストア 256 266 2.8 3.9 3,156 3,261 6.3 3.3
．ドラッグストア 86 86 0.9 0.0 573 688 1.3 20.1
．その他のスーパー 380 421 4.5 10.8 2,594 3,706 7.1 42.9
．専門店 5,980 5,571 59.4 ▲ 6.8 24,781 23,485 45.2 ▲ 5.2
．中心店 3,332 2,726 29.1 ▲ 18.2 13,749 11,716 22.6 ▲ 14.8
．その他の小売店 37 23 0.2 ▲ 37.8 160 100 0.2 ▲ 37.5

平成16年 平成16年
実数(億円) 実数(億円) 構成比(％) 前回比(％) 実数(㎡) 実数(㎡) 構成比(％) 前回比(％)

計 8,957 9,047 100.0 1.0 1,187,475 1,215,677 100.0 2.4
X X X X X X X X
X X X X X X X X

1,580 1,463 16.2 ▲ 7.4 277,867 294,879 24.3 6.1
ンビニエンスストア 374 411 4.5 9.9 29,229 29,795 2.5 1.9

．ドラッグストア 123 190 2.1 54.5 29,611 45,191 3.7 52.6
の他のスーパー 481 614 6.8 27.7 82,272 127,824 10.5 55.4

．専門店 3,358 3,585 39.6 6.8 404,694 390,114 32.1 ▲ 3.6
．中心店 2,380 2,218 24.5 ▲ 6.8 239,444 207,352 17.1 ▲ 13.4
．その他の小売店 41 14 0.2 ▲ 66.8 3,527 2,504 0.2 ▲ 29.0

平成19年
事業所数

業態別分類
従業者数

平成19年

業態別分類
年間商品販売額 売場面積

平成19年 平成19年

２
３
４．コ
５
６
７
８
９

小売業
１．百貨店
２．総合スーパー
３．専門スーパー
４．コ
５
６．そ
７
８
９

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※業態の区分については、利用上の注意の別表１「業態分類表」を参照してください。 
 
（２） 立地環境特性地区別（※） 

① 事業所数 
立地環境特性地区別に事業所数の構成比をみると、商業集積地区が３２．２％で最も高く、次

いで住宅地区が２６．２％となっています。 
前回と比較すると、商業集積地区が３４２事業所（前回比１０．２％減）減、住宅地区が２７８事

業所（同１０．２％減）減となるなど、すべての地区で減少しています。 
商業集積地区の内訳をみると、市街地型が１２６事業所（同１５．１％減）減、住宅地背景型が

１１６事業所（同１３．７％減）減となるなど、すべての集積細分で減少しています。〈表２２〉 
 

② 従業者数 

従業者数の構成比をみると、商業集積地区が３４．５％で最も高く、次いで住宅地区が 
２５．７％となっています。 

前回と比較すると、その他の地区が１１２人（前回比１．１％増）増加していますが、商業集積

地区が８８８人（同４．７％減）減、住宅地区が６７５人（同４．８％減）減となるなど４つの地区で減

少しました。 
商業集積地区の内訳をみると、ロードサイド型が５３１人（同６．３％増）増加していますが、市

街地型が５７２人（同１５．８％減）減となるなどロードサイド型以外の集積細分で減少しています。

〈表２２〉 



③ 年間商品販売額 

年間商品販売額の構成比をみると、商業集積地区が３４．７％で最も高く、次いで住宅地区が

２４．２％となっています。 
前回と比較すると、工業地区が３，９５９百万円（前回比２．７％増）増となるなど３つの地区で

増加していますが、商業集積地区が１，８７６百万円（同０．６％減）減となるなど２つの地区で減

少しています。 
商業集積地区の内訳をみると、ロードサイド型が１９，５９０百万円（同１１．５％増）増加してい

ますが、市街地型が１１，３６８百万円（同２２．８％減）減となるなどロードサイド型以外の集積細

分で減少しています。〈表２２〉 
 

④ 売場面積 

売場面積の構成比をみると、商業集積地区が４３．１％と最も高く、次いで住宅地区が 
２１．７％となっています。 

前回と比較すると、工業地区が２０，３５２㎡（前回比１５．０％増）増となるなど３つの地区で増

加していますが、オフィス街地区が７，９５７㎡（同１３．０％減）減となるなど２つの地区で減少し

ています。 
商業集積地区の内訳をみると、ロードサイド型が２３，９２２㎡（同８．６％増）増加していますが、

市街地型が１６，３４１㎡（同１７．７％減）減少するなどロードサイド型以外の集積細分で減少し

ています。〈表２２〉 
 
表２２　 立地環境特性地区別の事業所数、従業者数、年間商品販売額、売場面積

平成16年 平成16年

実数 実数 構成比(％) 前回比(％) 実数(人) 実数(人) 構成比(％) 前回比(％)

10,355 9,380 100.0 ▲ 9.4 53,814 51,937 100.0 ▲ 3.5

１０　商業集

小売

積地区 3,367 3,025 32.2 ▲ 10.2 18,782 17,894 34.5 ▲ 4.7

11 駅周辺型 634 580 6.2 ▲ 8.5 2,761 2,579 5.0 ▲ 6.6

12 市街地型 836 710 7.6 ▲ 15.1 3,609 3,037 5.8 ▲ 15.8

13 住宅地背景型 845 729 7.8 ▲ 13.7 3,197 2,684 5.2 ▲ 16.0

14 ロードサイド型 855 838 8.9 ▲ 2.0 8,409 8,940 17.2 6.3

15 その他 197 168 1.8 ▲ 14.7 806 654 1.3 ▲ 18.9

　オフィス街地区 870 771 8.2 ▲ 11.4 3,073 2,882 5.5 ▲ 6.2

　住宅地区 2,734 2,456 26.2 ▲ 10.2 14,016 13,341 25.7 ▲ 4.8

　工業地区 1,000 963 10.3 ▲ 3.7 7,552 7,317 14.1 ▲ 3.1

　その他の地区 2,384 2,165 23.1 ▲ 9.2 10,391 10,503 20.2 1.1

平成16年 平成16年

実数(百万円)実数(百万円) 構成比(％) 前回比(％) 実数(㎡) 実数(㎡) 構成比(％) 前回比(％)

895,670 904,694 100.0 1.0 1,187,475 1,215,677 100.0 2.4

　商業集積地区 316,179 314,303 34.7 ▲ 0.6 531,009 523,875 43.1 ▲ 1.3

11 駅周辺型 48,967 44,995 5.0 ▲ 8.1 77,337 71,367 5.9 ▲ 7.7

12 市街地型 49,896 38,528 4.3 ▲ 22.8 92,216 75,875 6.2 ▲ 17.7

13 住宅地背景型 37,547 33,014 3.6 ▲ 12.1 66,488 60,460 5.0 ▲ 9.1

14 ロードサイド型 170,967 190,557 21.1 11.5 278,925 302,847 24.9 8.6

15 その他 8,802 7,209 0.8 ▲ 18.1 16,043 13,326 1.1 ▲ 16.9

フィス街地区 41,541 40,534 4.5 ▲ 2.4 60,979 53,022 4.4 ▲ 13.0

　住宅地区 217,253 218,523 24.2 0.6 257,561 263,793 21.7 2.4

　工業地区 149,109 153,068 16.9 2.7 135,877 156,229 12.9 15.0

　その他の地区 171,587 178,265 19.7 3.9 202,049 218,758 18.0 8.3

事業所数

平成19年

従業者数

平成19年

年間商品販売額 売場面積

平成19年 平成19年

業計

特性地区別

業計

特性地区別

２０

３０

４０

５０

１０

２０　オ

３０

４０

５０

小売

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※立地環境特性地区については、利用上の注意の別表２「立地環境特性地区の区分および定義」を参照してください。 


